
た
。無
事
帰
国
で
き
た
こ
と
は
本
当
に
あ
り
が
た
い
こ
と
で
、
心
か

ら
感
謝
い
た
し
て
お
り
ま
す
。

戦
争
に
よ
る
悲
し
い
出
来
事
は
、
永
遠
に
消
滅
す
る
こ
と
は
な

い
で
し
ょ
う
。
不
幸
に
し
て
、
彼
の
地
に
お
い
て
亡
く
な
ら
れ
た

多
く
の
霊
に
安
ら
か
に
と
心
よ
り
ご
冥
福
を
お
祈
り
し
つ
つ
、
こ

の
体
験
記
を
書
か
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

満
鉄
社
員
時
代
引
揚
迄
の
思
い
出　 

静
岡
県
　
石
井
光
兼
　 

昭
和
十
一
年
二
月
二
十
六
日
お
堀
端
に
あ
る
第
一
生
命
の
変
電

所
に
勤
務
し
て
居
り
ま
し
た
。
朝
早
く
か
ら
小
雪
の
降
る
な
か
銃

声
が
聞
こ
え
る
の
で
、
屋
上
の
物
か
げ
か
ら
見
降
す
と
、
二
二
六

事
件
で
し
た
。
事
件
も
終
り
、
四
月
下
旬
夕
方
ぶ
ら
り
と
神
田
橋

の
方
に
行
く
と
大
勢
の
人
が
職
業
安
定
所
の
前
に
居
る
の
で
よ
く

見
る
と
職
種
別
に
筆
太
で
満
鉄
の
大
募
集
、
早
速
小
生
も
応
じ
、

狸
穴
の
総
裁
官
舎
で
試
験
が
あ
り
、
受
験
者
四
千
人
位
で
し
た
。

幸
い
合
格
し
た
の
で
、
飯
田
橋
の
安
定
所
で
仕
度
金
二
百
円
も
ら

い
都
の
第
二
助
役
に
引
卒
さ
れ
、
神
戸
よ
り
乗
船
、
門
司
で
九
州

の
人
と
合
流
し
、
大
連
港
に
上
陸
、
大
連
電
気
区
に
入
社
、
毎
日

を
仕
事
で
忙
し
く
過
し
て
居
り
ま
し
た
。
処
十
六
年
八
月
瓦
房
店

電
気
区
に
転
勤
致
し
ま
し
た
。
其
の
秋
、
官
祭
に
角
力
が
あ
る
と

云
う
の
で
昼
休
の
話
の
最
中
、
北
支
出
張
よ
り
か
え
っ
た
、
通
信

係
の
催
と
云
う
満
人
で
二
、
〇
六
メ
ー
ト
ル
位
、
体
重
一
〇
一
キ

ロ
位
の
大
男
に
、
通
信
信
号
の
若
い
人
達
が
催
に
角
力
を
む
り
や

り
や
ら
さ
れ
て
問
題
に
な
ら
な
い
の
で
馬
鹿
に
さ
れ
て
居
る
の
を

見
兼
ね
、
い
ち
ば
ん
小
男
の
私
が
相
手
と
出
た
ら
、
本
人
も
見
る

人
達
も
、
う
す
笑
い
で
し
た
。
右
一
本
背
負
で
、
や
っ
と
い
う
ほ

ど
た
た
き
つ
け
ま
し
た
。
そ
れ
よ
り
日
本
人
に
は
角
力
を
と
ろ
う

と
い
わ
な
く
な
り
ま
し
た
。
真
夏
の
あ
る
日
、
仕
事
か
ら
か
え
る

と
午
后
、
満
鉄
会
館
で
俳
句
の
教
室
で
、
安
藤
十
穂
跟
先
生
が
お

出
に
な
る
か
ら
全
員
出
席
の
電
話
で
私
も
参
加
い
た
し
ま
し
た
。

先
生
は
見
た
物
、
聞
い
た
も
の
、
凡
て
五
七
五
の
十
七
文
字
に
作

れ
ば
よ
い
と
言
わ
れ
た
の
で
、
其
の
日
の
仕
事
、
電
線
の
タ
ル
ミ

取
り
を
や
っ
て
き
た
の
で
、「
電
線
の
リ
ッ
プ
に
見
ゆ
る
暑
さ
か

な
」

、
と
書
い
て
リ
ッ
プ
と
は
仕
事
上
の
言
葉
で
通
常
は
タ
ル
ミ



と
い
う
。
先
生
は
、
た
い
へ
ん
ほ
め
て
下
さ
い
ま
し
た
。
十
七
年

十
月
に
大
連
電
気
区
へ
戻
り
ま
し
た
。
ハ
ル
ピ
ン
の
北
安
に
飛
行

場
が
出
来
、
北
安
よ
り
飛
行
場
ま
で
の
送
電
線
建
設
の
た
め
七
ツ

の
鉄
道
局
よ
り
十
人
宛
て
計
七
十
人
集
り
ま
し
た
。
大
連
竃
気
区

よ
り
十
人
参
加
、
私
も
行
き
ま
し
た
。
北
安
の
電
気
区
で
朝
の
点

呼
の
折
り
区
長
よ
り
私
に
仕
事
上
の
全
責
任
者
と
し
て
依
頼
さ
れ

た
の
で
若
い
時
な
の
で
大
い
に
張
り
き
り
先
頭
に
立
っ
て
仕
事
を

完
了
致
し
ま
し
た
。
其
の
折
り
三
日
間
の
休
暇
を
も
ら
い
孫
呉
、

黒
河
に
行
き
ま
し
た
。
駅
は
全
部
ト
ー
チ
カ
で
し
た
。
外
に
出
る

と
雄
大
な
黒
龍
江
、
両
側
の
河
に
は
水
車
に
似
た
舟
が
何
艘
も
行

来
し
て
居
り
、
対
岸
に
は
陣
地
が
見
え
百
メ
ー
ト
ル
位
に
望
楼
が

見
え
ま
し
た
。
手
前
に
は
監
視
員
が
望
遠
鏡
で
監
視
所
の
中
か
ら

五
〇
メ
ー
ト
ル
位
お
き
に
注
意
し
て
居
り
ま
し
た
。
そ
の
監
視
員

が
私
等
に
満
鉄
社
員
な
の
で
室
内
に
入
れ
ら
れ
ソ
連
兵
は
皆
女
の

兵
隊
で
あ
る
か
ら
望
遠
鏡
を
見
な
さ
い
と
言
わ
れ
見
る
と
陣
地
内

を
歩
く
兵
隊
み
な
乳
房
の
大
き
い
兵
隊
で
し
た
。
其
の
当
時
、
男

は
ド
イ
ツ
戦
の
方
に
行
っ
て
留
守
隊
と
の
事
で
し
た
。
雄
大
な
黒

龍
江
の
水
で
記
念
に
顔
を
洗
っ
て
か
え
り
ま
し
た
。
そ
し
て
大
連

に
戻
り
勤
務
中
ヤ
マ
ト
ホ
テ
ル
電
気
係
の
今
村
氏
が
十
五
年
も
居

る
の
で
牡
丹
江
の
電
力
助
役
に
す
る
の
で
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
の
出
来

る
人
は
君
以
外
に
居
な
い
か
ら
行
っ
て
く
れ
と
大
里
区
長
か
ら
言

わ
れ
ヤ
マ
ト
ホ
テ
ル
電
気
室
勤
務
を
拝
命
勤
務
中
、
東
京
大
角
力

双
葉
山
と
前
田
山
一
行
が
七
日
間
の
興
業
で
ホ
テ
ル
に
は
、
双
葉

山
一
行
が
三
階
に
滞
在
後
に
若
葉
山
当
時
岩
平
三
段
目
其
の
下
に

不
動
岩
が
居
り
ま
し
た
。
電
話
器
の
事
で
横
綱
と
話
し
が
出
来
る

よ
う
に
な
り
、
名
刺
を
も
ら
い
ホ
テ
ル
の
人
誰
れ
で
も
裏
口
か
ら

見
に
行
け
る
よ
う
に
い
た
し
ま
し
た
。
角
力
を
見
る
度
に
当
時
の

横
綱
を
思
い
出
し
ま
す
。
ホ
テ
ル
在
職
中
大
連
市
主
催
で
中
央
廣

場
市
役
所
前
よ
り
葵
大
嶺
の
マ
ラ
ソ
ン
塔
迄
の
折
返
し
四
十
二
キ

ロ
弱
十
五
キ
ロ
背
負
い
三
時
間
三
〇
分
以
内
に
入
る
と
一
級
で
金

メ
ダ
ル
、

二
級
は
三
時
間
三
〇
分
よ
り
四
時
間
ま
で
が
銀
メ
ダ
ル
、

四
時
間
以
後
は
銅
メ
ダ
ル
で
し
た
。
私
は
十
一
人
目
に
入
る
と
ホ

テ
ル
の
玄
関
で
大
応
援
の
み
な
さ
ん
の
声
で
金
メ
ダ
ル
を
い
た
だ

き
ま
し
た
。
ホ
テ
ル
、
市
役
所
、
正
金
銀
行
、
等
が
中
央
廣
場
の

ま
わ
り
に
あ
り
ま
し
た
。
十
九
年
大
連
電
気
区
に
戻
り
、
大
連
駅

電
気
工
区
の
責
任
者
と
し
て
変
電
所
を
見
乍
ら
勤
務
、
終
戦
と
な

り
、
ソ
連
兵
が
入
っ
て
来
ま
し
た
。
八
月
二
十
七
日
鉄
道
総
司
令

官
ア
ン
ド
レ
ー
ル
中
将
一
行
の
列
車
が
一
番
線
に
到
着
。
二
週
間



滞
在
す
る
が
、
バ
ッ
テ
リ
が
無
い
の
で
夕
方
迄
に
十
両
の
車
内
に

電
灯
を
取
付
方
申
渡
さ
れ
十
三
人
で
ト
ラ
ン
ス
二
〇
キ
ロ
で
高
圧

三
三
〇
〇
ボ
ル
ト
よ
り
一
〇
〇
ボ
ル
ト
に
落
し
て
簡
単
に
取
付
終

り
ま
し
た
。
す
る
と
ソ
連
電
気
責
任
者
中
佐
格
の
ボ
ロ
ジ
ン
と
言

う
人
に
ハ
ラ
シ
ョ
ー
と
握
手
さ
れ
ま
し
た
。
星
ヶ
浦
の
木
造
船
会

社
の
屋
根
が
飛
び
雨
ざ
ら
し
の
三
三
〇
〇
ボ
ル
ト
の
高
圧
モ
ー
タ
ー

三
〇
〇
〇
馬
力
二
台
と
変
圧
器
二
〇
〇
キ
ロ
三
台
一
五
〇
キ
ロ
二

台
の
運
搬
方
申
渡
さ
れ
ま
し
た
。
ソ
連
は
本
国
へ
持
っ
て
行
く
べ

く
吾
々
に
言
付
け
た
の
で
す
。
大
形
ト
ラ
ッ
ク
二
台
用
意
し
其
の

他
道
具
も
積
ま
せ
先
に
十
人
や
り
ま
し
た
。
用
意
の
為
め
、
少
し

遅
れ
て
行
き
ま
し
た
。
雨
雪
交
り
の
猛
吹
雪
、
何
ん
の
段
取
も
し

て
居
な
い
の
で
、
大
声
で
一
喝
し
陣
頭
に
立
っ
て
四
寸
パ
イ
プ
を

二
本
ワ
イ
ヤ
で
結
び
立
て
両
方
に
ロ
ー
プ
を
張
っ
て
倒
れ
を
ふ
せ

ぎ
五
頓
の
チ
ン
ブ
ロ
ッ
ク
を
釣
り
簡
単
に
自
動
車
に
乗
せ
ま
し
た
。

約
二
〇
分
位
で
終
り
、
ボ
ロ
ジ
ン
外
二
人
の
ソ
連
人
に
手
を
握
ら

れ
ハ
ラ
シ
ョ
ー
と
連
呼
さ
れ
、
石
井
は
ス
モ
ー
ル・
エ
レ
ク
ト
ニ
ッ

ク
・
ハ
ラ
シ
ョ
ー
・
ヤ
ボ
ン
ス
キ
ー
・
キ
ャ
プ
テ
ン
、
体
格
は
小

さ
い
が
電
気
の
仕
事
が
出
来
る
か
ら
日
本
人
の
電
気
の
責
任
者
で

あ
る
と
言
う
の
で
す
が
、
当
時
、
電
気
区
に
は
全
満
か
ら
逃
げ
て

来
た
課
長
と
多
田
課
長
、
私
の
所
の
人
、
大
勢
居
っ
た
の
で
辞
退

す
る
と
、
ボ
ロ
ジ
ン
の
言
う
事
に
、
ピ
シ
ャ
ー
チ
ニ
イ
ハ
ラ
シ
ョ
ウ
、

と
云
て
、
ソ
連
は
字
を
書
く
こ
と
よ
り
電
気
の
仕
事
の
出
来
る
人

が
キ
ャ
プ
テ
ン
で
あ
る
、
と
云
う
と
多
田
課
長
が
石
井
君
帰
る
迄

だ
か
ら
受
け
て
や
っ
て
く
れ
と
の
事
で
責
任
を
持
ち
ま
す
と
、
課

長
級
は
月
給
五
千
円
位
、
電
工
は
一
万
円
位
、
私
は
三
万
五
千
円

貰
っ
て
居
り
ま
し
た
。
そ
し
て
月
五
回
位
レ
ス
ト
ラ
ン
へ
連
れ
て

行
か
れ
呑
め
な
い
の
で
ご
馳
走
に
な
り
忙
し
く
働
い
て
居
り
ま
し

た
。
二
十
年
四
月
頃
、
日
満
人
十
七
人
連
れ
て
命
令
で
砂
河
口
駅

貨
物
ホ
ー
ム
の
ト
ラ
ン
ス
撤
去
中
九
時
少
し
過
ぎ
、
八
路
軍
の
兵

隊
が
武
装
し
て
シ
ョ
ト
ル
マ
ー
、
泥
棒
と
言
っ
て
来
た
の
で
、
タ
ー

ピ
ー
ズ
ソ
ハ
デ
ガ
ン
、
ソ
連
の
命
令
で
仕
事
を
し
て
居
る
と
言
う

と
満
人
が
私
を
キ
ャ
プ
テ
ン
と
言
う
と
、
ラ
イ
バ
ー
、
こ
い
と
言

う
の
で
兵
隊
と
行
き
ま
し
た
。
七
メ
ー
ト
ル
位
高
い
土
塀
の
中
に

入
れ
ら
れ
て
柱
に
つ
な
が
れ
ま
し
た
。
約
五
〇
戸
位
の
部
落
で
し

た
。
午
后
二
時
過
ぎ
た
頃
小
さ
い
門
が
開
く
と
同
時
に
ベ
ル
が
鳴

り
、
真
新
し
い
自
転
車
を
押
し
て
来
た
紳
士
に
兵
隊
が
敬
礼
し
た

の
で
、
よ
く
見
る
と
先
方
よ
り
ヂ
ャ
ン
グ
イ
と
云
わ
れ
驚
き
ま
し

た
。
終
戦
迄
、
私
の
所
で
働
い
て
居
り
ま
し
た
、
大
連
商
高
出
の



秀
才
で
、
瀏
と
云
う
青
年
で
し
た
。
兵
隊
は
あ
わ
て
て
私
の
ロ
ー

プ
を
ほ
ど
い
て
く
れ
ま
し
た
。
彼
は
私
を
家
に
連
れ
て
行
き
両
親

に
合
せ
、
ご
ち
そ
う
に
な
り
家
族
の
見
送
り
で
門
を
出
ま
し
た
。

此
の
間
、
彼
は
本
部
と
私
の
事
で
打
合
せ
を
し
て
く
れ
ま
し
た
。

復
商
公
司
が
八
路
軍
の
本
部
、
少
し
の
話
し
で
心
配
な
い
か
ら
と

云
う
の
で
本
部
に
行
き
ま
す
と
大
人
達
七
人
程
居
り
、
君
は
瀏
隊

長
の
ジ
ャ
グ
イ
と
開
か
れ
、
そ
こ
で
判
明
し
ま
し
た
。
瀏
は
更
衣

隊
の
隊
長
と
の
事
で
し
た
。
帰
り
な
さ
い
と
云
わ
れ
る
の
で
外
に

出
る
と
ボ
ロ
ジ
ン
と
ゲ
ベ
ヨ
、
ソ
連
の
憲
兵
二
人
と
二
丁
拳
銃
で

本
部
に
行
き
ま
す
の
で
私
も
中
に
入
り
ま
す
と
、
ソ
連
の
命
令
で

仕
事
を
し
て
居
る
ヤ
ポ
ン
ス
キ
ー
を
逮
捕
す
る
と
は
、
敵
対
行
為

だ
か
ら
銃
殺
す
る
と
威
嚇
さ
れ
全
員
ち
ぢ
み
あ
が
り
ま
し
た
の
で
、

通
訳
に
私
が
瀏
君
の
好
意
で
何
に
も
受
け
な
か
っ
た
の
で
許
し
て

や
っ
て
く
れ
と
云
い
ま
し
た
の
で
無
事
に
お
さ
ま
り
、
ソ
連
の
車

で
大
連
駅
電
気
室
に
戻
り
ま
し
た
。
瀏
君
は
頭
は
好
し
人
物
と
し

て
申
し
分
の
な
い
人
格
で
あ
る
か
ら
今
は
出
世
し
て
偉
い
人
に
成
っ

て
居
る
こ
と
で
し
ょ
う
。
昭
和
二
十
一
年
九
月
、
駅
の
二
階
で
事

務
を
取
っ
て
居
る
と
満
人
の
少
年
変
電
所
番
が
電
話
で
、
ボ
ロ
ジ

ン
、
ホ
ワ
イ
ラ
、
と
知
ら
さ
れ
急
ぐ
来
ま
す
と
、
ソ
連
兵
五
人
の

間
に
、
ボ
ロ
ジ
ン
が
電
気
に
か
か
っ
て
即
死
し
倒
れ
て
居
り
ま
し

た
。
私
は
変
電
所
に
居
り
ま
し
た
ら
責
任
上
、
射
殺
さ
れ
た
事
で

し
ょ
う
。
中
佐
格
な
の
で
特
別
列
車
で
旅
順
の
共
同
墓
地
、
日
露

戦
争
か
ら
の
墓
に
埋
葬
に
行
き
ま
す
と
四
〇
以
上
新
し
い
の
が
あ

り
ま
し
た
。
私
達
が
穴
掘
り
を
始
め
る
と
、
海
軍
の
一
個
少
隊
が

来
て
凡
て
兵
隊
が
や
る
と
云
う
の
で
上
に
あ
が
り
ま
す
と
兵
隊
が

一
米
五
〇
糎
掘
り
埋
葬
の
時
、
空
に
向
っ
て
礼
砲
を
撃
ち
ま

し
た
。
ボ
ロ
ジ
ン
の
後
任
に
ワ
ラ
ビ
ョ
フ
と
云
う
学
者
風
の
年
輩

の
人
物
が
参
り
ま
し
た
。
少
し
日
が
立
つ
と
、
私
に
電
気
技
術
者

だ
か
ら
、
八
路
軍
と
ソ
連
の
た
め
に
六
年
間
働
い
て
行
く
よ
う
申

渡
さ
れ
気
が
か
り
で
毎
日
を
過
し
て
来
ま
し
た
。
二
十
二
年
二
月

八
日
、
大
連
埠
頭
に
日
満
電
工
二
〇
人
位
連
れ
て
仕
事
に
行
き
ま

し
た
。
埠
頭
に
引
揚
者
の
た
め
一
万
二
千
枚
の
畳
を
敷
き
多
い
時

は
七
千
人
位
船
を
待
っ
て
居
り
ま
し
た
。
待
つ
間
、
寒
さ
の
た
め

栄
養
失
調
で
死
ぬ
人
が
あ
り
ま
す
の
で
、
コ
ン
ク
リ
ー
ト
柱
の
廻

り
に
、
ヒ
イ
タ
ー
電
熱
線
を
取
り
つ
け
て
暖
を
と
り
寒
さ
を
凌
い

で
居
ら
れ
る
が
物
が
当
た
り
ま
す
の
で
故
障
が
多
く
修
理
は
多
勢

で
な
お
し
ま
し
た
。
今
日
の
船
で
逃
る
べ
く
満
人
と
日
本
人
の
電

工
が
居
っ
て
は
と
、
待
っ
て
帰
れ
な
い
茶
舞
台
等
、
大
き
な
物
を



も
ら
っ
て
変
電
所
の
隅
に
積
ん
で
置
い
た
の
を
満
人
の
責
任
者
に

全
部
み
ん
な
に
く
れ
て
や
る
か
ら
先
に
持
っ
て
帰
っ
て
大
連
駅
電

気
室
の
前
の
廣
場
に
並
べ
て
置
け
、
船
が
出
た
ら
電
気
の
も
と
ジ

ス
コ
ン
を
切
っ
て
帰
っ
て
ク
ジ
を
つ
く
っ
て
や
る
か
ら
と
云
う
と
、

よ
ろ
こ
ん
で
日
本
人
電
工
共
々
帰
り
ま
し
た
。
荷
物
が
二
〇
個
位

で
積
み
終
る
頃
、
輸
送
指
揮
官
が
タ
ラ
ッ
プ
か
ら
降
り
た
の
で
ペ

ン
チ
を
腰
に
付
け
ゲ
ー
ト
ル
の
ま
ま
荷
物
を
か
つ
い
で
乗
船
荷
物

の
中
に
か
く
れ
ま
し
た
。
船
は
三
山
島
沖
に
来
る
と
私
の
逃
げ
る

の
を
知
っ
て
居
ら
れ
る
熊
本
市
の
山
田
さ
ん
、
九
州
大
学
出
の
牡

丹
江
の
電
力
課
長
、
只
一
人
知
っ
て
居
ら
れ
私
を
呼
び
外
人
は
一

人
も
居
な
い
と
の
事
で
二
人
で
事
務
長
に
一
切
話
す
と
乗
船
名
簿

に
記
入
し
て
も
ら
い
ま
し
た
。
君
一
人
な
ら
船
員
の
手
伝
い
を
し

て
く
れ
と
云
わ
れ
安
心
致
し
ま
し
た
。
食
事
も
船
員
と
同
じ
で
よ

か
っ
た
で
す
。
船
中
で
三
人
ほ
ど
死
亡
さ
れ
、
埋
葬
に
は
大
き
な

石
五
個
位
つ
け
て
坊
さ
ん
の
読
経
が
終
る
と
滑
り
台
か
ら
事
務

長
の
手
で
ロ
ー
プ
を
切
り
水
葬
の
手
伝
等
し
て
舞
鶴
港
に
無
事
上

陸
、
お
湯
に
入
り
身
体
検
査
も
終
り
東
京
帰
り
は
二
五
二
人
列
車

内
世
話
人
七
人
其
の
中
に
私
も
入
れ
ら
れ
ま
し
た
。
名
古
屋
で
食

事
を
受
取
っ
た
り
、
皆
に
配
給
し
た
り
す
る
間
に
、
小
田
原
駅
に

下
車
さ
れ
る
大
連
満
鉄
電
気
工
場
長
の
岩
竹
松
之
助
工
学
博
士
、

後
に
芝
浦
工
大
の
学
長
の
家
族
の
荷
物
十
八
個
、
全
部
私
が
知
っ

て
居
り
ま
し
た
の
で
積
み
降
し
を
し
て
や
り
ま
し
た
。
昨
年
満

鉄
報
で
ご
死
去
遊
ば
さ
れ
た
由
。
列
車
は
品
川
駅
に
到
着
、
解
散

し
、
私
は
上
野
の
神
吉
町
の
引
揚
者
の
寮
に
入
り
ま
し
た
。
三
か

月
間
の
食
券
と
千
円
い
た
だ
き
、
二
十
二
年
四
月
、
川
崎
市
役
所

交
通
局
に
就
職
、
三
十
五
年
十
二
月
満
六
〇
歳
で
停
年
退
職
致
し

ま
し
た
。
満
鉄
在
職
中
生
計
課
発
行
の
主
婦
の
お
買
物
帳
の
演

芸
欄
に
俳
句
と
短
歌
、
私
も
俳
句
を
出
す
と
天
位
に
当
選
致
し
賞

金
十
円
も
ら
い
ま
し
た
。
題
名
は
（
蜂
）
で
し
た
。

人
も
か
く
見
習
え
蜂
の
友
か
せ
ぎ
　
　
光
月

満
州
国
総
務
長
官
秘
書
処
員
で

終
戦
帰
国
し
て
　 愛
知
県
　
山
本
茂
三
　 

渡
満
後
の
状
況

私
は
、
愛
知
県
知
事
官
房
秘
書
課
に
勤
務
し
て
い
た
が
遠
藤
知




